
 

 
 

 

  

 

あ っ た か い が い い ね 

シャローム横浜通信 ７月号 

認

知

症

と

共

生 

ご利用者の手による生け花のアート 

梅
雨
の
晴
れ
間
に
、
そ
ろ
そ
ろ
夏
の

強
い
日
差
し
を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
皆

様
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
？ 最

近
は
入
道
雲
や
、
わ
た
雲
が
見
ら

れ
て
お
り
、
夏
を
身
近
に
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
台
風
や
線
状

降
水
帯
等
の
発
生
に
よ
り
、
豪
雨
災
害

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
地
震
も
各

地
で
頻
発
し
て
お
り
、
能
登
半
島
地
震

に
よ
る
被
災
者
の
多
く
は
い
ま
だ
に
避

難
所
で
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る
現
実
が
あ

り
ま
す
。
少
し
で
も
早
い
復
興
と
皆
様
の

安
全
と
健
康
が
守
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
シ
ャ
ロ
ー
ム
横
浜
で
は
、
“
ひ
ま

わ
り
”
と
い
う
地
域
密
着
型
認
知
症
通
所

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は

１
日
最
大
12
名
の
ご
利
用
者
が
通
わ
れ

て
お
り
、
一
人
ひ
と
り
違
っ
た
生
活
上
の

課
題
を
抱
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
多
く
の
事

例
を
見
て
き
た
職
員
が
「
こ
の
方
は
大
変

だ
ろ
う
」
と
感
じ
る
方
も
お
り
ま
す
が
、

ケ
ア
マ
ネ
を
中
心
に
様
々
な
在
宅
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
生
活

し
て
お
ら
れ
る
姿
を
見
て
、
頭
が
下
が
る

思
い
で
お
り
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
場
所
で

で
き
る
だ
け
長
く
生
活
し
な
が
ら
“
ひ
ま

わ
り
”
で
の
活
動
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

と
共
に
、
今
後
の
安
心
と
し
て
シ
ャ
ロ
ー

ム
横
浜
に
あ
る
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

５
月
26
日
の
朝
刊
に
“「
２
０
６
０
年
、

前
段
階
を
含
め
65
歳
以
上
の
３
人
に
１

人
」
ど
う
考
え
る
”
と
い
う
記
事
に
目
が

留
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
２
０
６
０
年

に
は
認
知
機
能
関
連
症
状
の
あ
る
方
が

65
歳
以
上
の
３
人
に
１
人
の
割
合
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
国
は
「
認
知
症
と

共
生
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
住

民
の
理
解
や
財
源
・
介
護
人
材
の
不
足
な

ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
こ
と
が
記
事
の

中
に
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

今
後
も
様
々
な
問
題
に
直
面
す
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
当
法
人
の
基
本
理
念
に

あ
る
通
り
、
認
知
症
を
も
た
れ
る
「
い
の

ち
」
に
対
し
て
誠
実
に
向
き
合
い
、
敬
い
・

愛
し
・
仕
え
る
こ
と
で
、
地
域
の
皆
様
と

共
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。 
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生け花の好きなご利用者の作品です。職員と一緒にシャロー

ムに咲いているお花を摘み、美しく生けてくださいました。作

品を見た他のご利用者や職員と会話も弾み、次の作品の制作に

も意欲を見せてくださって

います。生け花の周りの飾り

にもこだわっており、私たち

職員もとても楽しみにして

います。 

４階課長 松岡 勇次 



 

 

  

 

 

 

 

第 195回 チャプレン 上前 至 

お食事に彩りを添える美味しいお弁当のご提案 

も し 、 そ こ に 愛 が な け れ ば ・ ・ ・ 

2015年の夏、私は岡山でノートルダム清心女子

大理事長の渡部和子氏の生の声に接したことを忘

れない。彼女は 2016年 12月、89歳で没したので

その１年前の事である。彼女はマザーテレサ来日

時の通訳者でもあったが何と言っても、あの戦前、

軍によるクーデター二・二六事件で暗殺された教

育総監・渡辺錠太郎大将を父に持つ娘であったこ

とである。しかも彼女は事件当日、父親暗殺時の

一部始終を現場で全て知る経験をした。８歳の時

である。そうした悲惨な経験をしていたが故に成

人になって修道女となった理由も理解できるので

ある。その後、彼女は米国修道女会に派遣され学

びを終えて帰国後、36歳で女子大学長となった。

その後、彼女はその生き様を通して多くの後輩女

子を育てていった。 

1986年７月、あのクーデターに関わった青年将

校 15名が処刑された日の 50 年後、東京で彼らの

法要が遺族によって行われた。その時彼女にも出

席要請の招待状が出され、それを受けるべきか否

か悩んだが最終的に父親もそれを許すだろうと思

い出席した。焼香を終え合掌してふりかえった時、

２人の男性が自分に向かって深々と頭を下げ「私

達こそ先にお父様のお墓に参るべきでしたのに」

と言った。その時彼女は初めて、反乱軍という汚名

を着せられて生きてこられた身内の人達こそ、

きっと私以上につらい人生を生きてこられた事に

気づかされたのである。その時に彼女の二・二六事

件も終わり、一つの区切

りがついたという事であ

る。「愛によって始めて見

えてくる世界がありま

す」と。 参照 コリント

の信徒への手紙Ⅰ 13 章

１～３節 

生 活 相 談 員 グ ル ー プ の 紹 介 

お出かけの際には、色とりどりの美味しいお弁当はい

かがでしょう。 

ちらし寿司・鮭の木の芽焼き・鶏つくね・エビチリ・

キャロットラペ等々・・・豊富なメニューを取り揃えて

おります。お弁当を通して、日常に彩りを添えてみませ

んか。 

食事サービスでは、ご用命があれば会食用のお弁当も

ご用意しております。3か月前からのご予約を承ってお

りますので、お気軽にご相談ください。 

食事サービス 遠藤 洋子 

入所されている方・ショートステイご利用の方と 

ご家族が笑顔で穏やかに過ごしていただけますよう 

「あったかいが いいね」をモットーに励んでいます。 

これからも宜しくお願い致します。 

山本相談員 

① 愛息子（３才） 

② 旅行・ドラえもんの

グッズ集め 

③ 22年 

相談員グループに質問 

① 大切なもの 

② 趣 味 

③ シャローム歴 
 

有馬職員 

① 家族 

② 美味しい物を食べる

こと・水泳 

③ 23年 
荒金相談員 

① 愛娘（３才） 

② 音楽鑑賞・ゆずのコ

ンサート 

③ 10年 

加藤職員 

① ３人の子ども達 

② 雑貨集め 

③ 11年 

原田相談員 

① 愛犬（17才） 

② ホットヨガ・ 

映画鑑賞 

③ 25年 

田中職員 

① 家族 

② 登山 

③ 26年 

有馬   荒金    山本   原田  田中   加藤 


